
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 





 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 





 

 





■個⼈(16名)
No ⽒  名 所    属

会場 1 櫻井 ⼀隆
2 平間 清 (有)平間ファーム
3 平岩 誠 カヌーショップひらいわ
4 中村 研⼆ 釧路公⽴⼤学地域経済研究センター 教授 センター⻑
5 鈴⽊ 信 ⼀般財団法⼈ 釧路市住宅公社
6 貞國 利夫 釧路市⽴博物館
7 新庄 久志
8 髙嶋 ⼋千代
9 ⾼橋 忠⼀
10 照井 滋晴 特定⾮営利活動法⼈環境把握推進ネットワーク-PEG
11 ⼭本 太郎 ⼀般財団法⼈北海道河川財団

WEB 12 神⽥ 房⾏ 北⽅環境研究所所⻑（元北海道教育⼤学副学⻑）
13 新庄 興
14 川⻄ 亮太 北海道教育⼤学釧路校 准教授
15 君塚 孝⼀ 有限会社⾃然⽂化創舎
16 坂井 ⼀浩 ⼋千代エンジニヤリング株式会社 北海道営業所

■団体(8団体) 
No ⽒  名 所    属

会場 1 ⼩川 清史 釧路川カヌーネットワーク
2 元岡 直⼦（佐藤 英樹） 釧路国際ウェットランドセンター・釧路湿原国⽴公園連絡協議会 事務局次⻑（事務局員）

3 芳賀 孝朋 釧路湿原国⽴公園ボランティアレンジャーの会  代表幹事
4 近藤 ⼀燈美 こどもエコクラブくしろ
5 百瀬 邦和 特定⾮営利活動法⼈タンチョウ保護研究グループ  理事⻑

WEB 6  柿沼 孝治 国⽴研究開発法⼈⼟⽊研究所寒地⼟⽊研究所 ⽔環境保全チーム  上席研究員 
7 ⼩林 恒平 特定⾮営利活動法⼈EnVision環境保全事務所
8 上野 岳 特定⾮営利活動法⼈ くしろ・わっと職員

■オブザーバー(2団体)
No ⽒  名 所    属

会場 1 松本 修 標茶町商⼯会  事務局⻑
会場 2 豊島 洋樹 弟⼦屈町商⼯会  事務局⻑

■関係⾏政機関(8機関)
No ⽒  名 所    属

会場 1 菅野 法之 国⼟交通省 北海道開発局 釧路開発建設部 釧路河川事務所 所⻑
2 柳川 智⺒ 環境省釧路⾃然環境事務所 国⽴公園企画官
3 ⾓⽥ 淳 北海道教育庁 釧路教育局  釧路教育局社会教育指導班 主査
4 北舘 則隆 北海道 釧路総合振興局 商⼯労働観光課⻑
5 元岡 直⼦（佐藤 英樹） 釧路市 環境保全課⾃然保護担当

WEB 6 南 達彦 林野庁  北海道森林管理局  釧路湿原森林ふれあい推進センター  所⻑ 
7 森末 恵悟 釧路町
8 河村 晃（菊池 将平） 標茶町

釧路湿原⾃然再⽣協議会 第13回地域づくり・第39回再⽣普及⼩委員会（R5.12.1）
 出席者名簿
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ラムサール条約釧路会議30周年記念シンポジウムラムサール条約釧路会議30周年記念シンポジウム

～ ～

日　時

2023（令和５）年

９月24日㊐
10：00～16：30（開場 9：30）

●釧路地域の小・中・高校生による湿原学習発表会資料
　の展示会
　日時：2023年10月10日㈫～20日㈮
　　　　8：50～17：20 ※土日祝除く
　場所：釧路市黒金町８丁目２番地
　　　　釧路市役所防災庁舎1階　展示ホール

●午後の講演に対していただいた質問への
　回答は　博物館ウェブサイトに掲載します。

■共催：科学研究費助成事業 学術変革領域研究(A)「ゆらぎの場とし
　　　　ての水循環システムの動態的解明による水共生学の創生」・
　　　　釧路市立博物館・釧路国際ウェットランドセンター

■後援：釧路市・釧路町・鶴居村・標茶町・厚岸町・浜中町・
　　　　釧路湿原国立公園連絡協議会・釧路湿原自然再生協議会

会　場

釧路市生涯学習センター
まなぼっと幣舞 2階 多目的ホール
（釧路市幣舞町４－28）

お知らせ



ラムサール条約釧路会議30周年記念シンポジウム
タイムテーブル

●10：00～

　開会挨拶 釧路国際ウェットランドセンター理事長
（釧路市長）　　　　　　　　　　　　  蝦名　大也

　趣旨説明 水共生学・九州大学教授 荒谷　邦雄

●10：10～ 12：10
　学習発表 「ヒメカイウの赤い実について」
  釧路市立中央小学校６年　五十嵐唯蒔
 「釧路湿原のシラカバについて、
　　　　　　　　標茶のシラカバと比べた調査結果」
  標茶町立標茶小学校６年　幸坂　春輝
 「ミゾソバっておいしいの？」
  標茶町立標茶小学校６年　小島しずく
 「別保小　湿原学習レポート」
  釧路町立別保小学校５年　斉藤　陽葵　　山田　栞菜
  五十嵐隼人　　藤倉　　和
 「散布の海の豊かさを守る」
　　　　　　　　浜中町立散布小中学校
  小学５年　永坂　蒼星　　楢山　純生　　増井　彪斗
  増井　優希　　柳田　勇飛　　　　　　　
  小学６年　野呂　隆雅　　　　　　　　　　　　　　
  中学１年　阿部　颯生　　梅津　花凪　　佐藤　彪琉
  永坂　大虎　　増井かのん　　南　　寧音
  柳田　來輝　　　　　　　　　　　　　　
  中学２年　泉谷　旬紀　　　　　　　　　　　　　　
 「サルルンカムイとわたしたち」
  鶴居村立幌呂中学校１年　大瀧　千春　　　　　　　
  ２年　岡田　穂莉　　　　　　　
 「釧路湖陵高校
　　　　　　　　釧路湿原に関わるプログラムについて」
  北海道釧路湖陵高等学校１年　青山　奏音　　江端　樹生
  奥野　由捺　　金澤　悠介
 「ヒグマ　野生との共存」
  北海道標茶高等学校３年　小島すばる　　吉田　りこ
　全体講評、記念品贈呈

午前の部 釧路地域の小･中･高校生による湿原学習発表会

午後の部 講 演 会
●13：00～ 16：30　※途中で２回休憩時間を設けます

●16：30

「釧路会議」が地域を変えた
釧路国際ウェットランドセンター技術委員長　新庄　久志

ラムサール釧路会議は、ラムサール条約を理解する機会を人々に提供するだ
けでなく、釧路湿原とともに歩む道を示してくれました。本講演では釧路会議
が地域へどのような影響を与えたのか紹介します。

基調講演

モデレーター：九州大学教授　鬼丸　武士総合討論

釧路市教育委員会　教育長　岡部　義孝閉会挨拶

気候変動と釧路湿原の保全
北海道大学大学院農学研究員教授
釧路湿原自然再生協議会会長　　　中村　太士

ラムサール条約登録以降も、釧路湿原は様々な課題を抱えてきました。本講演
では、釧路湿原が抱える課題を説明し、課題解決のために実施してきた自然再
生事業について述べます。また、将来に向けた新たな課題である気候変動の緩
和・適応策と生物多様性保全の両立について持論を展開します。

釧路湿原における人と自然の共生
水共生学・九州大学教授　荒谷　邦雄

釧路湿原は日本最大の湿原であり、多数の希少な生物が生息しています。しか
しながら近年の温暖化に伴う急激な乾燥化や耕作放棄地へのソーラー発電建
設ラッシュなど、湿原の貴重な生物多様性は危機的な状況にあります。この状
況に我々はどう対応すべきなのか一緒に考えましょう。

事例報告

釧路湿原の過去・現在・未来～水共生学の観点から～
水共生学・九州大学准教授　渡部　哲史

地球温暖化は気温が高くなるだけではなく、雨や雪の降り方、霧の発生頻度に
も大きな変化をもたらします。湿原の環境を大きく変えるのは日々の気象の
変化です。釧路湿原の気象が過去から現在、そして未来にどのように変わると
考えられているかお話します。

釧路市の小学生を対象とした湿原の環境教育の実施
水共生学・九州大学准教授　木附　晃実

釧路湿原にまつわる環境問題を、皆さん一人一人が自分事として考えるため
にはどうすれば良いでしょうか？そのための取り組みの一つとして本年度実
施した、釧路市内の小学校４年生から６年生までを対象とした環境教育の授
業を紹介します。

※敬称略



釧路湿原自然再生協議会
再編成に関する資料

地域づくり小委員会事務局
再生普及小委員会事務局

資料０



釧路湿原自然再生協議会 1
合同開催の経緯

第29回釧路湿原自然再生協議会(R05.3.10)説明資料より



釧路湿原自然再生協議会 2
合同開催の経緯

第29回釧路湿原自然再生協議会(R05.3.10)説明資料より



釧路湿原自然再生協議会 3

自然再生協議会

釧路湿原自然再生全体構想～ 未来の子どもたちのために ～ 2005年3月（2005年3月改定）

河川環境再生
小委員会



合同開催の実施について 4
地域づくり小委員会・再生普及小委員会事務局からの補足

○将来の合併に向けた合同開催の捉え方

・再生普及小委員会と地域づくり小委員会が全体構想で示されている社会・経済環境の
分野を担っています。

・この両小委員会がそれぞれの取り組みを進めてきましたが、一緒に協議したほうが協
議会として有益な時期になりました。

・将来的に一緒になることを見据えながら、まずは移行期間として、両小委員会の委員
が両方に参加できること、混乱しないよう最初は両小委員会の従来のスタイルを踏襲
できるようにすることを踏まえて同日の並列開催としました。

○合同小委員会への協議への参加について

・再生普及小委員会と地域づくり小委員会それぞれに所属している委員の皆さまは、所
属していないほうの小委員会の内容への意見や討議参加も可能とします。

・これまでの両小委員会での協議の経緯（議論の積み重ね）もありますので、お互いの
取り組みの考え方などは尊重して発言されるようお願いします。



釧路湿原自然再生協議会 5

2023

■再生普及小委員会

■地域づくり小委員会

R05合同開催
2023/12/1

■再生普及小委員会と地域づくり小委員会の合同開催から合併への流れ（案）

R06合同開催

2024 2025

R07合併

■自然再生協議会

合同企画
・行動計画
・現地視察

など同日の並列形式 融合形式


